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育成試験の目的 

糖タンパク質の機能を探るために必要とされる糖鎖の網羅的な解析法は①糖タンパク

質の選択的捕捉、②糖タンパク質からの糖鎖の切り離し、③糖鎖の構造情報取得およ

び糖鎖の生理活性研究のための糖鎖－タンパク質間相互作用の解析の 3 段階に分かれ

る。また、糖鎖の超高速分離も高スループットの糖鎖分析を実現するために重要であ

る。本試験では糖鎖の役割を知る上で必要な重要技術を開発し、最終的には上記の①

～④の技術をシステムとして統合化することを目標とする。 

試験方法 

試  験  項  目 内              容 

①培養細胞からの複合糖

質の選択的捕捉 
ポリリジンを捕捉用リガンド分子として有する温度応答性
ポリマーを用い、培養細胞中の複合糖質特にグリコサミノ
グリカン類の選択的捕捉について検討した。 

②-1 赤血球膜グリコフ

ォリン O 型糖鎖の切り

離し 

高速糖鎖切り離し装置を利用して、赤血球膜表面糖タンパ
ク質であるグリコフォリン中 O 型糖鎖の切り離しとその構
造解析を行った。 

②-2 糖タンパク質 Nグリ

カンの高速分析 
糖タンパク質 N-グリカンを酵素的に遊離させ、生成する中
間体を標識し、糖鎖分析を高速化する方法について検討し
た。 

③ウシおよびクマ初乳由

来オリゴ糖ライブラリ

ーの作成 

ムチン型糖鎖-タンパク質間相互作用のモデル糖鎖として
ウシおよびクマ初乳中オリゴ糖鎖ライブラリーの作成を行
った。 

④糖鎖超高速分析 蛍光性第四級アンモニウムイオンを用いグリコサミノグリ
カン類を分離しながら発蛍光させるオンライン検出法につ
いて検討した。 
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試験結果 

①癌細胞粗抽出物からのグリコサミノグリカン類の選択的捕捉に成功し、ヒアルロン
酸およびコンドロイチン硫酸類をそれぞれ同定することができた。②-1 ヒトグライコ
フォリン中に特異的に存在するジシアル T 糖鎖を同定することに成功した。②-2 糖タ
ンパク質糖鎖の遊離時に生成する中間体を蛍光標識する方法を検討し、約 5 分で誘導
体化反応が終了し、10 倍以上分析時間を短縮することができた。③ムチン型糖鎖-タ
ンパク質間相互作用のモデル糖鎖としてウシおよびクマ初乳中オリゴ糖鎖ライブラリ
ーを構築し、種々のレクチンとの相互作用解析を行った。④蛍光性第四級アンモニウ
ムイオンを含む緩衝液を用い、6 種のグリコサミノグリカンのオンライン検出に成功
した。 

現在の状況及び今後の展開方策 

RSP 成果育成事業に採択され、細胞中に存在する核酸類やグリコサミノグリカン類な

どの酸性複合糖質を選択的に捕捉回収することに成功した。 

生体成分捕捉用リガンドとして、抗原・抗体などのタンパク質分子或いは種々の糖結

合性タンパク質を機能性ポリマーへと付与し、種々の生理活性を示し複合糖質の選択

的な捕捉法へと展開を図る。 
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